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学術会議報告書

学会名称 第 1田中日共同石綿シンポジウム

学会テーマ 日中両国における石綿の健康障害

主催者日本側代表

富山医科薬科大学・名誉教授 北川正信

主催者中国側代表

中国予防医学科学院労働衛生職業病研究所・副所長 李徳鴻

内容報告

北川正信 (富山医科薬科大学・名誉教授、

日本石綿研究会代表幹事)

第6回日本石綿研究会年次研究発表会を中国と共同で行おう、という発案から開

催されることとなった第 1回中日共同石綿シンポジウムは 1999年7月 16・17日

北京市の天橋賓館「福寿の間Jで行われた。

会は冒頭両国代表による挨拶、中国予防医学科学院許副院長による歓迎の言葉が

あって記念撮影を行い、 2日間にわたる学術交流に入った。今回のテーマは「両国

における石綿の健康障害」であったが、一般演題は中国から 15題、米国在住の中

国人が中国の資料に基づいて行った研究 2題、韓国 1題、そして日本から 14題の

計 32題であり、主題別では疫学が中国(+米国)7、日本 3、労働環境が中国 2、

臨床が日本 5、病理が日本 1、生物学的基礎研究が中国 7、韓国 1、日本4、方法論

に関する基礎研究が中国 1、日本 1であった。石綿関連疾患別にみると、全般的な

扱いが 6、石綿肺3、胸膜肥厚斑 1、中皮腫 6であり、個別疾患としては中皮腫が

多かった。これらに加えて特別講演が 2題(スエーデンの Hillerdal教授による

「発展途上国ならびに産業先進国における石綿関連疾患の診断とその擢患頻度の将

来展望Jおよびスロパキアの Hurbankova部長による「繊維状産業粉塵の形状ーー

その病原性における重要性J)、さらに特別報告 1題(イタリアの Bianchi部長に

よる「イタリア北東部における石綿関連中皮腫と肺癌J)があった。一般演題のう

ち中国からの 3題が演者欠席のため取り下げられたが、上記のように各分野からの

発表があり、熱心に討議が行われ、所期の目的を達成することができた。基本的に

は英語で行われたが、必要に応じて元日本へ留学していた中国人による通訳が行わ

れ、大きな困難は生じなかった。



総合討論で注目されたのは次の二点であった。一つは「クリソタイルのみによる

肺癌等発生の危険性」についてであり、他は「なぜ日本や中国でかくも中皮腫が少

ないのかJであった。前者については、中国側からのクリソタイル使用労働環境か

らの肺癌等発生の追跡調査が 2題発表されたこともあり、中国産のクリソタイルに

はトレモライトなどの混入がないのかどうか、日本はなぜクリソタイルの使用を続

けているのか、が問題とされた。日本は ILOの示唆に準じて「注意深く使用すれば

安全j の立場をとっていることが日本側出席者から述べられた。また、中国産のク

リソタイルについては産地別にその性状を日本の研究所へ送り調べることが会議後

ほぼ合意された。後者については桁違いに少ない日本(や中国)の悪性中皮腫の頻

度が問題にされ、診断の確度によっているのではなく、 (人口 100万人に 1人とい

うのは)事実であり、近い将来増加が著しくなるであろうことが述べられた。

中国側からクリソタイルのみ使用している職場環境からの報告があったことに関

連して、日本も企業側が率直にその使用石綿の種類や期間を示して信頼に耐える研

究成績を挙げるのに協力してもらいたいという感想を持ったし、中国ではもっと生

検・剖検という病理学的検索が日常化する必要があると思われた。また、中国にお

ける石綿取扱い上の注意点として挙げられていた innovation、water、sea1、

ventilation、protection、management、education、inspectionの 8項目が

「なるほどj と思わせた。

本シンポジウムは当初計画された規模を上まわり、欧米からの演者の参加が得ら

れたこと、会場をホテルに設営できたことは、中国保健省の全面的な支持が得られ

たこと、日中医学協会からの学術会議開催助成がえられたことによっており、関係

当局に深く感謝したい。また、欧米からの視点でこのシンポジウムに参加し、かつ

積極的に発言頂いた招へい講師の先生方には今後の研究の方向をも示して頂いたと

いうことでお礼を申し上げたい。第2回については確約はなされなかったが、 3年

後位に杭州市でいかがか、ということが石綿研究会出席者幹事会で話し合われた。

なお、研究会の前日中国予防医学科学院労働衛生職業病研究所を訪問し、紹介ビ

デオによる 6研究部門の活動や後継者育成の状況の説明を受けた。建物とともにわ

が国の国立公衆衛生院に類似しているとの印象を受けた。


